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平成20年9月　磯子区役所・ハッピー根岸推進委員会

～誰もが幸せに暮らせるまちをめざして～

─磯子区地域福祉保健計画─

根岸地区を
見てみよう

地域の人材、活動グループ、活動の
場、活動内容などの情報を集約し、
住民の誰でもが共有する仕組み



社会福祉法

第1章　総　則

（地域福祉の推進）

第４条　地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社

会福祉に関する活動を行う者は、相互に協力し、福祉サービスを必

要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を営

み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が

与えられるように、地域福祉の推進に努めなければならない。

第 10章　地域福祉の推進

（市町村地域福祉計画）

第107条　市町村は、地方自治法第２条第４項の基本構想に即し、

地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定め

る計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定し、又は変

更しようとするときは、あらかじめ、住民、社会福祉を目的とする

事業を経営する者その他社会福祉に関する活動を行う者の意見を反

映させるために必要な措置を講ずるとともに、その内容を公表する

ものとする。

1． 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項

2． 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する

事項

3．地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
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　しあわせバンクは、磯子区地域福祉保健計画 ｢スイッチＯＮ磯子」

の重点推進プログラムで、地域の人材、活動グループ、活動の場、

活動内容などの地域の宝（情報）を収集して、蓄積し、地域住民の方々

誰もが求める情報を得られるようにする機能・仕組みだと考えてい

ます。

  区内のいくつかの地域ではこのような取組みを作っているところ

もありますが、根岸地区と区役所が協働しながら根岸地区のしあわ

せバンクをスタートさせることになりました。本書では、ひとつの

参考例として、この根岸地区のしあわせバンクの仕組みを解説させ

ていただきます。

　磯子区地域福祉保健計画「スイッチＯＮ磯子」は誰もが幸せに暮

らせるまちをめざしています。この解説書が、これからの地域の宝

を活かす機能・仕組みを充実させようと取り組まれている方々の参

考になると同時に、しあわせバンクの設立につながることを期待し

ています。

磯　子　区　長　　守屋　　直

ハッピー根岸　　　　　　　
推進委員会会長　　佐藤　正雄

は
じ
め
に

　まず第一部で地域が抱える課題や現在の福祉活動などの一般的な

状況を振り返り、次に第二部では根岸地区に焦点をあてて、しあわ

せバンクとはどのようなものかを紹介していきます。

　このたび増補版を発行し第3部を加えました。

本
書
の
な
が
れ

　☆しあわせバンクは　　
地域の宝を蓄積して提供します。

☆しあわせバンクは
地域に様々な人と人との
つながりを作ります。

しあわせバンクの機能
☆しあわせバンクは

誰もが幸せに暮らせるまちを
目指します。

☆しあわせバンクは
住んでいてよかった！

いつまでも住んでいたいと思える
まちづくりを目指します。

しあわせバンクの目的
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第２部
しあわせバンク　～根岸地区のめざす取り組み～
　１　しあわせバンク創設までの流れ  ………………………  08

　２　しあわせバンクのかたち  ………………………………  09

　３　しあわせバンクの運営  …………………………………  11

　４　もっと身近にしあわせバンクを  ………………………  15

バンク【bank】
①銀行

②特定のものや情報を集め、必要に備えて蓄えておく機関
　（例：「アイバンク」・「データバンク」）
～広辞苑（岩波書店）より～

目
次

第１部
現在の福祉活動
　１　地域がかかえている課題  ………………………………  03

　２　現在の福祉活動  …………………………………………  04

　３　より充実した福祉活動を求めて  ………………………  06

第3部
つながりを作る　具体的な取組
　１　しあわせバンクを宣伝するチラシ  ……………………  17

　２　根岸の状況を把握するアンケートを実施  ……………  19
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第1部　現在の福祉活動

1　地域がかかえている課題

高齢者の場合

進む高齢化 高齢者虐待

孤独死
生活保護世帯の半数近くを

占める高齢世帯

障害者の場合

精神障害者に対する
誤解や偏見

家族とのみ過ごす

ちょっとした外出の
ときの介助が大変

子育ての場合

児童が放課後楽しく
過ごせる場がない

育児不安、ストレス
を持つ親が増大

児童虐待

地域に居場所が
あったらいいなぁ！

人と人とのつながりが
もっとあったらいいなぁ！
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2　現在の福祉活動

2-1　行政・地域ケアプラザによる福祉サービス

支援を必要と
している人

相談・支援の依頼
地域ケアプラザ

行　　政

連 携

2-2　民生児童委員の活動

2-3　民生児童委員と地域ケアプラザ

　民生児童委員は手助けが必要と思われる人の家を訪問して、必要な場合には援助をします。民生児童委員で
は援助しきれない場合は、地区民生児童委員協議会に相談したり（2‒2）、地域ケアプラザや区役所に状況を伝
えます（2‒3）。地域ケアプラザや区役所は、福祉サービスを提供します。

福祉サービスの提供

支援を必要としている人 相談・支援の依頼

訪問・支援
子育て
中の人 障害者

高齢者

民生児童委員

地区民生児童
委員協議会

相 談

枠内は地域社会

支援を必要と
している人

相談・支援の依頼

民生児童委員

地域ケアプラザ

行　　政

福祉サービスの提供
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　民生児童委員のところには、地区社会福祉協議会や保健活動推進員などの方々から、支援を求めている人の
情報が入ります。ただし、地域のお付き合いにあまり積極的でない人の情報ははいりにくいという一面もあり
ます。

　地域で活動する団体の中で、市民活動団体（NPO法人など）の存在も欠かせないものになってきています。
必要な経費の負担を対象者に求める点はこれまでの地域の活動と異なっています。
　福祉活動や地域づくり活動などの目標をかかげて活動をしている団体ですので、交流連携の機会を作ること
が求められます。

　市民活動団体の活動はその団体がかかげる目標に共感する人たちだけの活動になる傾向があります。関心を
寄せる人は、広い地域から参加をしてきますが、近隣の地域社会との関係が弱いという傾向もみられます。

　市民活動団体の活動と近隣の地域社会とのつながりをより一層深めていくためには、自治会町内会をはじめ
とする、地元密着型の団体と交流連携をもつことが求められます。

2-４　地域団体

2-5　市民活動団体

支援を必要と
している人

民生児童委員
地域ケアプラザ

行　　政

地区社協・保健
活動推進員など

情 報

支援を必要と
している人

相談・支援の依頼

福祉サービスの提供

市民活動団体
（NPO法人など）
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　地域には支援の求め方がわからない、また、地域活動に参加したくてもその方法が分からない
など、必要な情報が届いていない方々がいるのではないでしょうか？

　　　　ちょっと一休みして用語の整理

地 域 団 体：自治会町内会の範囲が基準になっている団体。行政機関から委嘱されている団体を含む。
　　　　　　　例　委嘱されている団体：民生児童委員・保健活動推進員・青少年指導員など
　　　　　　　　　委嘱を受けていない団体： 地区社会福祉協議会・子ども会・日赤奉仕団・ボランティア団体

など

市民活動団体： 課題の解決や共通するテーマで構成された団体。法人格を持たない任意団体や法人格を持つＮＰＯ
法人がある。活動の範囲は自治会町内会の範囲にこだわらない。

3　より充実した福祉活動を求めて

3-1　把握できない人たちが居る

現状ではつながりの
ない方々

支援を必要と
している人

地域活動を
始めたいと
思っている人

支援を必要と
している人

市民活動団体
（ＮＰＯ法人など）

地域団体

民生児童委員

地区社会福祉協
議会・保健活動
推進員など

地域ケアプラザ

行　　政
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3-2　地域団体、市民活動団体と行政・地域ケアプラザの連携

　地域団体・市民活動団体と行政・地域ケアプラザなどとがこれまで以上に連携して福祉活動を
進めるようになると、支援を必要としている人が、より一層地域課題に対応した支援を受けられ
るようになったり、福祉活動に参加をしようとしている方々がより一層活動に参加しやすくなる
のではないでしょうか？

支援を必要と
している人

① 相談・支援
　の依頼

地域ケアプラザ

行　　政
②福祉
　サービス

行政・地域ケアプラザによる支援 地域団体・市民活動団体による支援

支援を必要と
している人

① 相談・支援
　の依頼

②支援

地域団体

市民活動団体

しあわせバンクの創設

〈連携の一例〉

支援を必要と
している人

これまで福祉サービスの
対象にならなかった方々

① 相談・支援
　の依頼

②福祉
　サービス

地域ケアプラザ

行　　政

地域団体

市民活動団体

②支援

① 相談・支援
　の依頼

連携！



8

第
２
部　

し
あ
わ
せ
バ
ン
ク
〜
根
岸
地
区
の

　
　

め
ざ
す
取
り
組
み
〜

第2部　しあわせバンク　
～根岸地区のめざす取り組み～

1　しあわせバンク創設までの流れ

　磯子区地域福祉保健計画策定委員会を中心とし
て、磯子区地域福祉保健計画（スイッチＯＮ磯子）
を策定。
  「しあわせバンク」は、その中の重点推進プロ
グラムになりました。

平成18年４月
磯子区地域福祉保健計画（スイッチ
ＯＮ磯子）がスタート

区役所内部でしあわせバンクのあり方を検討平成18年～19年度

・ 「スイッチＯＮ磯子」各地区推進委員会との意
見交換を開始
・ 各地区の状況を踏まえて区役所内部でさらにあ
り方を検討
・ スイッチＯＮ磯子根岸地区推進委員会（ハッピー
根岸推進委員会）はしあわせバンクを具体化す
ることを決めました。

①根岸地域ケアプラザがしあわせバンクの問合せ
窓口となり、②スイッチＯＮ磯子根岸地区の推進
委員が中心となって地域情報を収集・更新してい
くという役割分担により、しあわせバンクをス
タートさせることとしました。

平成20年9月22日

平成20年１月以降
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2　しあわせバンクのかたち

2-1　しあわせバンクの二つの取り組み

しあわせバンクは地域の宝（情報）を蓄積し提供します

情報を常に更新

　ごみ出しカレンダー（※）の編集作業をかねて、根岸地区の方々が集まった時に蓄積情報の更新をします。地
域情報は常に更新をしておくことが必要です。

　※ ごみ出しカレンダーは、根岸地区社会福祉協議会が発行し、その日に出すゴミの種類や地域行事が満載されたカレン

ダーです。現在は一人暮らし高齢者250人ほどに配布されています。

取組１　 しあわせバンクに蓄積した情報が活用されるように情報の提供窓口（※）の連絡先を常
に宣伝します。

　　　　　※根岸地区の場合は根岸地域ケアプラザです。

取組２　地域の様々な団体情報を蓄積します。

支援を必要と
している人

地域活動を
始めたいと
思っている人

根岸地域ケアプラザ

情報の提供

地域団体
市民活動団体

しあわせバンク
ハッピーねぎし

取り組み１
情報提供先の連絡先を
周知

取り組み2
地域情報を蓄積

グループリスト

ここがポイント！
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2-2　しあわせバンクの問合せ項目

　しあわせバンクは近所で暮らすお隣さん同士のつながりを作り出すことにより、お互いに助け
合い、支え合い、普段の暮らしを円滑にしていこうと住民みんなが参加する取り組みです。
　ご連絡をいただいたすべての相談ごとが解決できるわけではありませんし、内容によっては有
料のサービスとなることもあります。
　それでも、みんなで知恵を出し合いたいと思いますので、困りごとができたらまずは連絡をし
てください。
　また、あなたのできることを登録してください。どんな内容でも大歓迎です。

問い合わせ内容の例

生ゴミを出してほしい

家具を動かしてほしい

草むしりをしてほしい

エアコンや乾燥機のフィルターを掃除してほしい

パソコンの使い方を教えてほしい

友達がいない・何か楽しいことを始めたい

地域活動に参加したい

健康体操を始めたい

話し相手がほしい・昔話を聞いてほしい

子育てで聞きたいことがある

子育て仲間がほしい

地元の歴史を学びたい

など
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3　しあわせバンクの運営

3-1　しあわせバンクをみんなで支えよう

地区連

福祉活動はみんなが主役

地区社会福祉協議会

ボランティア団体

市民活動団体

民生児童委員・
青少年指導員・
体育指導委員・
保健活動推進員

等々

ハッピー根岸推進委員会
しあわせバンク“ハッピーねぎし”

地区連
ハッピー根岸推進委員会

しあわせバンク“ハッピーねぎし”

ボランティア団体

市民活動団体

民生児童委員・
青少年指導員・
体育指導委員・
保健活動推進員

等々

地区社会福祉協議会

上の図は次のようにも書き直せます
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3-2　自治会館でグループを見つけて蓄積しよう

3-3　地域施設でグループを見つけて蓄積しよう

自治会町内会館を主な活動場所としているグループの情報を収集し、蓄積します。

地区センターなど地域施設を主な活動場所としているグループの情報を収集し、蓄積します。

根岸
地域ケアプラザ

地域グループ

上町町内会館

自治会・
町内会館

地域グループ
地域グループ

グループリスト

しあわせバンク

自治会・
町内会館

根岸
地域ケアプラザ

地域グループ

根岸
地区センター

旧柳下邸

地域グループ
地域グループ

グループリスト

しあわせバンク

集

根岸中コミュ
ニティハウス
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上町

丁目

丸山
二丁目

滝頭
三丁目

滝頭二丁目

広地町

中浜町

久木町

目

磯子二丁目

磯子一丁目

鳳町

東町

西町

原町

下町

八丁目

馬場町

坂下町

中 区

国
道
16
号

横
須
賀
街
道

副
産
業
道
路

JR
根岸
線

根岸駅

1

2
3
4

5
6

7
8

10

9

❶ 上町町内会館
❷ 根岸地区センター
❸ 根岸地域ケアプラザ
❹ 知的障害者通所更生施設　集
❺ 下町自治会館

❻ 根岸なつかし公園　旧柳下邸
❼ 原町町内会館
❽ 西町内会館
❾ 東町内会館
10 根岸中学校コミュニティハウス
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3-4　団体の連携を進めて、団体の活動を活発にしよう

3-6　新しいグループを作りましょう

例①
地域活動への参加を呼びかけます

3-5　新しい仲間を増やしましょう

　地域団体相互の情報交換をこれまで以上に進めます。
　例えば民生児童委員・地区社会福祉協議会・保健活動推進員・青少年指導員・体育指導委員・日赤
奉仕団・更生保護女性会・ボランティアグループ・消防団など。
　さらに、市民活動団体など地域社会への貢献活動を目標にしている団体との情報交換の機会をつく
ります。

保健活動推進員

民生児童委員
協議会

青少年
指導員

その他
の団体

市民活動団体
（ＮＰＯ法人など）

　例えば、地域ケアプラザが主催して行う地域交流事業に参加した“卒業生”の皆さんが新しいグループを作
ることを支援します。

　地域社会への貢献を目標にしている団体へ参加するように、自治会町内会の回覧で地域の皆さんに呼びか
けます。

例②
新しい地域団体を作り出す事業を実施します

　地域ケアプラザの地域交流事業をきっかけにするなどの方法によりグループ作りを進めます。

例③
口コミで仲間を増やします

　地域活動を進めている団体は、口コミで仲間を積極的に増やす活動をします。

根岸
地域ケアプラザ

グループリスト
新しい

地域グループ新しい地域グループ
を作る

例）地域交流事業

地域団体や市民活動団体の
交流の機会を作ります

〈連携の一例〉
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4　もっと身近にしあわせバンクを

4-1　身近なところにしあわせバンクを 

4-2　もっと近くにしあわせバンクを

　ケアプラザの範囲や自治会町内会の範囲では、活動対象となる範囲が広いために活動を支える方々
の負担が重くなりがちです。
　身近な地域で規模の小さい活動を進めることにより、負担が少なく、誰でもが参加できる活動の「仕
組み」を作りましょう！

  「向う三軒両隣」と言われるような回覧板の回る範囲のお付き合いを大切にしましょう！
  回覧板の役割を見直して、自分たちの情報を回覧板に載せて回しましょう！

　地域ケアプラザよりも身近にある自治会町内会館を会場にして昼食会やおしゃべり会を開催したり、自治会
町内会館を使って活動をしている団体相互のつながりをつくることによって、より小さな規模での活動を進め
ることが出来ます。身近なところで行われる活動はより多くの方々が参加出来ます。

B自治会館

根岸
地域ケアプラザ

地域団体

市民活動団体

A町内会館
上町町内会館

地域団体

もっと身近に
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　私たちは、しあわせバンクの仕組みづくりについて半年あまり打合せを続けてきました。話し合いの中から ｢ゴ

ミ出しカレンダー｣ 作りが始まったことは、大きな成果となっています。

　この冊子では、しあわせバンクの仕組みを解説し、①地域ケアプラザと地元の活動とが連携することにより、福

祉サービスをより一層利用しやすいものにすることや、②地域の方々が福祉活動をはじめとした地域活動に参加す

る仕掛けづくりについて触れています。

　本書の中には、根岸地区がこれから取り組もうとしている内容も含まれています。新しい内容に向かってみんな

で知恵を出し合い力を合わせて取り組むつもりです。

　根岸地区の中にも、地域活動が活発なところもあれば、まだあまり活発に行われてないところもあります。この

解説書が、根岸地区内はもちろんのこと、磯子区内の地域活動をより活発にするきっかけとなれば幸いです。

根岸地区社会福祉協議会

会長　　須川　さよ子　

馬場町版　ゴミ出しカレンダー
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第3部　つながりを作る　具体的な取組

1　しあわせバンクを宣伝するチラシ

　平成20年12月増補版の発行について
　｢しあわせバンクの解説書～根岸地区を見てみよう～」を平成20年 9月に発行いたしましたが、その
後の地域の動きを加えた増補版を発行いたします。

「しあわせバンクの連絡先を宣伝するチラシです」
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　地域で助けあい・支えあう協力者の募集を行いました。今後も協力者の募集に取り組んでまいります。
　このチラシは、根岸地区の自治会町内会で回覧した協力者を募るチラシです。

｢協力者を登録する流れです｣

｢協力できる項目を
具体的にあげました」

「10月の根岸地区連合町内会で回覧を依頼
したものです」
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　地域の課題を把握するためにアンケート調査を行いました。
　さらに、平成 23 年 4月にスタートする第2期磯子区地域福祉保健計画策定の基礎資料にもします。

｢アンケートの実施に先立って地域のかたがたへ回覧等により協力をお願いしました。」

is-fukuhokeikaku@city.yokohama.jp

2　根岸の状況を把握するアンケートを実施
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「これがアンケート用紙の実物です。」
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MEMO

この解説書についてご意見・ご質問があればこちらへ！

　is-fukuhokeikaku@city.yokohama.jp

　電話　045（750）2443

　FAX　045（750）2547
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